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研究成果の概要（和文）： 

 日本語研究におけるコーパスの利用は他の主要言語の研究に比べて大きな遅れを取ってきた
が、昨今さまざまな要因により状況は変わりつつある。 
本研究では、日本語研究におけるコーパスの利用の可能性を多角的に追求した。具体的には、

独自の特徴のあるいくつかのコーパスを自作し、日本語の文法・形態・意味に関わる諸問題を
分析した。また、研究成果の学界・一般社会への還元として、コーパス関連ソフトウェアの開
発・公開や日本語用例検索サイトの製作・公開を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Japanese has been lagging behind the other major languages of the world in the 
utilization of electronic corpora in linguistic studies, but recently the situation 
is changing due to several factors. 

The major accomplishments of this research project include: 1) analysis of 
various phenomena of Japanese grammar, morphology and semantics using corpora, 2) 
construction of a few corpus including a huge Web corpus, 3) developments and 
publication of corpus tools and a Web site for searching Japanese expressions. 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

２００９年度 800,000 240,000 1,040,000 

２０１０年度 800,000 240,000 1,040,000 

  年度  

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・言語学 

キーワード：日本語文法、電子資料、コーパス 

 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本語研究におけるコーパス、すなわち、
電子媒体の言語研究資料の利用は、英語を始
めとする他の主要言語の研究に比べて大き
な遅れを取ってきた。しかし、現在国立国語

研究所で進められている『現代日本語書き言
葉均衡コーパス』の構築を始めとするさまざ
まな要因により、この数年間のあいだに状況
は変化しつつある。 
 



２．研究の目的 
 本研究は、応募者が従来長年にわたって継
続的に行ってきた研究をさらに発展させる
形で、日本語研究におけるコーパス（電子媒
体の言語資料）の高度な利用の可能性をさま
ざまな角度から追求し、それを通じて日本語
研究の新たな領域・手法を開拓することを主
たる目的とした。 
 コーパスは言語研究の質を高めその領域
を拡大する大きな潜在的可能性を秘めてい
るが、コーパス利用の歴史の浅い日本語研究
においてはどのようにすればその潜在的可
能性を引き出せるかがまだ十分に分かって
いない。日本語のコーパスの利用環境が整い
つつある今、その有効利用の方途を明らかに
することは今後の日本語研究の発展にとっ
て喫緊の課題である。 
 
 
３．研究の方法 
 従来の日本語研究におけるコーパスの一
般的な利用法はそれを単に効率的な用例収
集の手段とするという素朴なものであった。
しかし、それはコーパスの有益な用途の１つ
ではあるが、すべてではない。大量性と処理
の柔軟性という著しい２つの著しい特性を
併せ持つコーパスという新しい種類の言語
研究資料を活用することにより、従来は望む
こともできなかったような日本語研究への
さまざまな道が拓かれる。 

本研究では、そうした認識に基づき、大規
模なコーパスの有効な利用法を見出すこと
によって日本語研究の新たな地平を切り拓
くと同時に、得られた知見の発表や関連ソフ
トウェアの開発・公開などにより、学界にお
けるコーパスの有効利用を普及促進させる
ことを目指した。 
 
 
４．研究成果 
 コーパスを利用した日本語研究の可能性
を追求すべく、多数の事例研究に取り組んだ。
主な研究テーマとしては、日本語のコピュラ
述語文の考察、いわゆる複合辞の本性の考察、
現代日本語文法の形態や文法の通時変化の
分析、コロケーションの概念の考察とコーパ
スからのコロケーション情報の抽出などに
取り組んだ。 

それらの研究においては、従来広く使われ
てきた種類の文学作品や新聞記事テキスト、
現在国立国語研究所で構築中の『現代日本語
書き言葉均衡コーパス』、ヤフー株式会社よ
り日本語研究者に対して提供されている
『Yahoo!知恵袋ベータ版』データを利用する
だけでなく、国立国会図書館の Web サイトか
ら国会会議録のデータを取得・加工してコー
パス化したものや、インターネット上の日本

語文書を大量に収集して作成した巨大な Web
コーパス（単行本約 40 万冊相当の規模）な
ど独自の特徴を有する大規模なコーパスも
利用した。 
 また、日本語研究者が言語表現の使用実態
の調査にインターネットのサーチエンジン
を利用することがあるが、サーチエンジンの
表示する検索ヒット件数には論理的整合性
と時間的安定性という２つの点において深
刻な問題がある。主要なサーチエンジンの比
較分析を通してその様相を具体的に明らか
にし、サーチエンジンへの安易な依存の危険
性を指摘した。 
 研究成果の学界および一般社会への還元
としては、日本語の任意の電子テキストから
用例を検索して KWIC 形式で出力するソフト
ウェアを開発し、その後も改良を続けている
（Web サイトで公開している）。それを Web 上
に移植し、青空文庫所収の約 3,400 作品から
用例を自由に検索して KWIC 形式で出力でき
る よ う に し た 日 本 語 用 例 検 索 サ イ ト
（ http://www.tokuteicorpus.jp/team/jpli
ng/kwic/）は、国内外の日本語研究者および
一般の人々によって日々頻繁に利用されて
いる。 
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